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改正前 最大額 基本額
加 算 額

県内
市外者 県外者 三世代近居

親世代同居
三世代
同居

エリア
加算

市内業者
利用

市内
在勤者

令和３年度
まで 170 10 10 20 20 30 50 10 50

改正後 最大額 基本額※
加 算 額

県内
市外者 県外者※ 三世代近居

親世代同居
三世代
同居※

エリア
加算※

市内業者
利用※

市内
在勤者※

令和４年度
から 220 10 20 40 20 30 50 30 60

※印の合計が定住促進補助金の最大額　２２０万円
　さらに、他制度の「加賀の木づかい奨励金」　３０万円、「自然エネルギー設備設置補助金」　５万円 ⇒ 住宅取得支援　合計　２５５万円

単位：万円

「暮らしやすさを日本一、 実感できるまち」へ 3月
定例会報告

全議案を可決
（その他、報告１件を承認）

会　期
2月25日㈮ ～ 3月23日㈬

（27日間）

市長提出議案：35件
議員提出議案： ３件議案 採決

さらなる「移住定住の促進」へ

最大額が50万円アップ！「能美市定住促進補助金」が見直しされました

令和４年度能美市一般会計予算（総額245億2,000万円）

　令和４年度当初予算は、これまでの
事業・施策の７本柱を５つの方針・目
的のもと、さらなる「移住定住の促
進」につながるよう編成されました。

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

前
年
度
比
で
約
３
３
０
０
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
要
因
は

主
な
要
因
は
、
住
宅
を
取
得
す
る

際
に
支
援
し
て
い
る
定
住
促
進

助
成
交
付
金
の
額
の
見
直
し
や
、

移
住
定
住
促
進
協
議
会
組
織
の
充

実
を
行
う
な
ど
の
事
業
に
伴
う
経

費
で
あ
る
。

住
宅
取
得
支
援
や
相
談
体
制
・

情
報
発
信
の
強
化
を
図
る

８
７
０
１
万
円

人
財
確
保

AA Q 定
住
促
進
事
業

PICK UP 01

当初予算

総務産業常任委員会 / 予算決算総務産業分科会　　　教育福祉常任委員会 / 予算決算教育福祉分科会　　　予算決算常任委員会

※サウンディング調査：公募により民間事業者から広く意見を聞き、事業者がより参加しやすい公募条件等を把握するための調査

総 教 予

総

新
た
に
設
置
す
る
移
住
定
住

促
進
協
議
会
と
は
、
ど
の
よ
う

な
組
織
な
の
か

移
住
希
望
者
に
対
す
る
就
労

支
援
、
居
住
支
援
、
情
報
発
信
に

関
す
る
こ
と
を
協
議
し
、
具
体
的

に
取
り
組
む
た
め
の
外
部
組
織
で

あ
る
。

　
委
員
は
、
副
市
長
を
会
長
に
、

商
工
会
や
市
内
企
業
、
不
動
産
関

係
者
、
市
民
代
表
等
、
約
10
名
で

構
成
す
る
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
移
住
希
望
者
に
寄
り

添
っ
た
相
談
支
援
を
行
う
こ
と
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
専
用
サ
イ
ト
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
移
住
に
関
す

る
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
な
ど
で

あ
る
。

Q

予

跡
地
の
利
用
目
的
は
何
か

跡
地
に
つ
い
て
は
、
サ
ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
に
よ
る
整
備
方
針
、
事

業
者
選
定
を
進
め
て
い
く
が
、
道

の
駅
的
な
機
能
を
有
し
た
活
用
を

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

跡
地
利
用
の
た
め
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査※

等
を
実
施

A Q 辰
口
フ
ラ
ワ
ー
ハ
ウ
ス

跡
地
利
用
推
進
事
業

予

敷
地
総
面
積
は
ど
れ
だ
け
か

敷
地
の
総
面
積
は
、
流
動
化
農
園

部
分
を
含
め
全
体
で
、
約
７
５
０

０
㎡
で
あ
る
。

A Q

予

市
内
３
か
所
の
郵
便
局
で
証
明

書
等
の
受
付
を
開
始
予
定

８
０
５
万
円

安
全
安
心
・
健
康
・
学
び
・
環
境
保
全

A 窓
口
業
務
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

推
進
事
業

コ
ス
ト
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
は
窓
口
業
務
の
体
制

準
備
の
た
め
、
約
２
１
０
万
円
の

増
額
と
な
る
が
、
令
和
５
年
度
か

ら
は
約
１
６
８
万
円
削
減
で
き
る

と
見
込
ん
で
い
る
。

　
業
務
時
間
の
軽
減
に
つ
い
て

は
、
１
年
間
を
52
週
と
想
定
し
、

令
和
４
年
度
で
は
平
日
は
週
72
時

間
、
休
日
は
週
12
時
間
の
窓
口
業

務
が
軽
減
で
き
る
予
定
で
あ
る
。

本
事
業
に
よ
り
、
ど
れ
だ
け
の
コ

ス
ト
削
減
や
業
務
時
間
の
軽
減
が

で
き
る
と
試
算
し
て
い
る
か

Q

令
和
７
年
の
完
成
に
向
け
て

健
康
ロ
ー
ド
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

６
０
４
万
円

７
４
３
０
万
円

安
全
安
心
・
健
康
・

学
び
・
環
境
保
全

千
載
一
遇
の

チ
ャ
ン
ス

A Q 健
康
ロ
ー
ド

改
修
事
業

例
え
ば
ア
プ
リ
等
を
活
用
し
、
周

辺
に
あ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や
景
観

の
良
い
ス
ポ
ッ
ト
を
案
内
す
る
な

ど
、
健
康
ロ
ー
ド
を
楽
し
ん
で
歩

け
る
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て

い
る
。

　
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
者
の
協
力

を
得
な
が
ら
、
他
部
局
や
市
民
団

体
と
の
連
携
で
出
た
ア
イ
デ
ア
を

取
り
ま
と
め
て
詳
細
を
決
め
て
い

く
。

予

① with・afterコロナ
② 人財確保

５つの方針・目的 ③ デジタル技術の導入
④ 千載一遇のチャンス
⑤ 安全安心・健康・学び・環境保全

教

ソ
フ
ト
施
策
の
内
容
は
。
ま

た
、
ど
の
よ
う
な
構
想
に
基
づ

い
て
進
め
ら
れ
て
い
る
の
か
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光
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案
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す
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ど
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ー
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し
ん
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け
る
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組
み
づ
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り
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検
討
し
て

い
る
。

　
コ
ン
サ
ル
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ン
ト
業
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の
協
力
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得
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が
ら
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局
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連
携
で
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た
ア
イ
デ
ア
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取
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と
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詳
細
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決
め
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く
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総務産業常任委員会 / 予算決算総務産業分科会　　　教育福祉常任委員会 / 予算決算教育福祉分科会　　　予算決算常任委員会総 教 予

報酬見直しで出動率の増加に期待
能美市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例について

PICK UP 04

条例改正

Q消防団員数と出動率について問う

消防団員数は、女性分団や機能別団員を含めて
合計116人であり、出動率は約32％である。A

合葬式墓地を６月から供用開始
能美市墓園条例の一部を改正する条例について

　現在、根上翠ヶ丘墓園内で整備を進めて
いる合葬式墓地を、令和４年６月から供用
を開始し、適正に管理するための条例改正
を行います。　

【使用料】
　納骨室：150,000円
　　　　　（生前予約の場合は 200,000円）
　埋蔵室：70,000円
　
【収容数】
　納骨室：約1,000体、埋蔵室：約3,000体

　焼骨を個人・夫婦・家族などの単位
ではなく、他の方々と一緒に納骨する
お墓のことです。お墓を建てる費用や
管理の負担を軽減できるなどのメリッ
トがあります。

PICK UP 03

条例改正

Q使用料の減免特例となる対象は

市営の根上翠ヶ丘墓園、泉台墓園、辰口峠山墓園
の使用者（墓碑あり）が区画を返還し、合葬式墓
地の納骨棚や埋蔵室を利用する場合に減免する。

A
教

合葬式墓地とは

新型コロナウイルス感染症対策も万全に
令和４年度能美市一般会計予算（総額245億2,000万円）

　令和４年度当初予算では、新型コロナウイルス感染症
対策も引き続き講じていきます。

※金額は1万円未満を切り捨てて表示

PICK UP 02

当初予算

①安全安心対策　②家計対策　③経済対策

新型コロナ対策の３本柱

ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
は
、

心
あ
た
た
ま
る
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と

聞
い
て
い
る
が
、
今
回
の
事
業
の

目
的
・
内
容
・
効
果
は
何
か

「
ね
ず
み
く
ん
の
チ
ョ
ッ
キ
展
」

　
を
開
催

Q 家
族
の
お
も
い
で

づ
く
り
事
業

令
和
２
・
３
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
、
保
育
園
や
児
童

館
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
等
を
中
止
・

縮
小
し
て
い
た
た
め
、
本
事
業
を

通
し
て
、
家
族
み
ん
な
が
楽
し

め
、
思
い
出
に
残
る
事
業
に
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
内
容
と
し
て
は
、
絵
本
原
画
を

１
５
０
点
以
上
展
示
す
る
ほ
か
、

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
や
ク
イ
ズ
な
ど

子
ど
も
目
線
の
仕
掛
け
を
随
所
に

設
置
す
る
予
定
で
あ
り
、
北
陸
３

県
で
は
初
開
催
と
な
る
。

　
ま
た
、
期
間
限
定
観
光
優
待

ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
り
市
内
周
遊
を

促
す
な
ど
、
本
事
業
の
効
果
を
市

内
全
域
に
広
げ
て
い
き
た
い
。

A

予

米
価
下
落
・
原
材
料
高
騰
な
ど

経
営
が
厳
し
い
米
農
家
を
支
援

１
６
２
０
万
円

経
済
対
策

A 農
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１
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た
り
で
の
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援
を
行
う
場

合
は
、
農
家
が
実
際
に
ど
れ
だ
け

の
量
を
出
荷
・
販
売
し
た
か
の

把
握
が
必
要
と
な
る
が
、
米
の
生

産
農
家
す
べ
て
を
対
象
に
調
査
を

行
お
う
と
す
る
と
相
当
の
時
間
を

要
し
、
農
家
へ
の
支
援
が
遅
れ
、

農
業
経
営
に
支
障
が
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て
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ま
う

こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

　
こ
の
た
め
、
令
和
３
年
の
主
食

用
米
作
付
面
積
を
基
準
に
、
自
家

用
と
し
て
の
10
ａ
を
差
し
引
い
た

面
積
を
、
全
て
出
荷
対
象
と
し
て

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
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ａ
あ
た
り
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と
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作
付
面
積
に
対
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て
の
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援
と
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て
い
る
が
、
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１
俵
あ
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り
の
支
援
を
行
わ
な
い
の
か

Q

パ
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ン
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か
ら
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子
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に
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対
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A Q 電
子
図
書
館

導
入
事
業

シ
ス
テ
ム
初
期
導
入
費
用
と
し
て

77
万
円
、
年
間
利
用
料
と
し
て

66
万
円
、
１
０
０
０
タ
イ
ト
ル
の

電
子
書
籍
代
４
４
０
万
円
を
予
定

し
て
い
る
。

予

予
算
計
上
さ
れ
て
い
る
５
８
３

万
円
の
内
訳
は教

電子図書館のイメージ

イメージ図

　全国的に消防団員数が減少する状況を踏
まえ、消防庁長官通知に基づき、団員確保
の観点から、年額報酬および出動報酬を改
正します。
　改正の内容は、年額報酬を下げ、出動報
酬を上げることにより、出動率の増加を期
待するものです。
　年間全ての火災、訓練等に出動した場合
には、年額報酬・出動報酬を合わせ、現状
より多く報酬を受け取れるようになります。

　消防団員のなり手不足の観点から言えば、
年間報酬を引き下げるのではなく、むしろ
多くの人に参加していただけるよう配慮す
べきであり、本条例の改正には反対する。

討 論 反 対

総
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